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久 保 晴 彦
希土類化合物で観測されている近藤格子状態と価数揺動状態を周期的アンダーソン模型の立
場から理論的に研究した｡有限温度の遅延グリー ン関数の運動方程式をdecoupling近似に依
って解き,一体の f電子グリー ン関数の自己無撞着な積分方程式を導びいた｡この積分方程式
の非磁気的な解を局在電子間相互作用U-…の極限で数値的に解き,得られたグリー ン関数か
らf電子の状態密度を計算した｡局在 f準位がフェルミ面近傍にあるとき,価数揺動状態の状
態密度が得られ,一方,局在準位がフェルミ面より充分深い所にあるとき,価数の揺動は小さ
く,スピンの揺動だけが大きい近藤格子状態の状態密度が得られた｡
近藤格子状態に於ける状態密度の特徴は,比較的高温では不純物モデルと同様な近藤共鳴が
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